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(54)【発明の名称】 内視鏡装置

(57)【要約】
【課題】無線信号伝送方式であるにも拘わらず、他機器
からの電磁波ノイズの影響を受け難く、かつ、他機器に
対して電磁波ノイズの影響を与え難い内視鏡装置を提供
すること。
【解決手段】内視鏡装置１は、挿入部２ａの先端部に撮
像素子１１を内蔵した内視鏡２と、照明光を供給する光
源装置３と、内視鏡２と連結して、光源装置３からの照
明光を導光するケーブル用ライトガイド４１を内挿した
ケーブル部４と、撮像素子１１で光電変換された電気信
号を電磁波信号に変換して発信する送信機１５と、発信
された電磁波信号を受信して電気信号に変換して出力す
る受信機４４と、送信機１５及び受信機４４を内包し
て、内視鏡２、光源装置３、ケーブル部４の外部に対し
て電磁波的に遮蔽するシールド外装２０、４７及び遮蔽
部４１装置本体３１を電気的接続部１９ｂ、４２ｂ、４
３ｂ、３２ａによって電気的に接続したシールド構造部
とを具備している。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  挿入部先端部に撮像素子を内蔵した内視
鏡と、
この内視鏡に照明光を供給する光源装置と、
この光源装置と前記内視鏡とを連結して前記光源装置か
らの照明光を導光する光伝送手段を内挿したケーブル部
と、
前記撮像素子で光電変換された電気信号を電磁波信号に
変換して発信する発信手段と、
この発信手段から発信された電磁波信号を受信して電気
信号に変換して出力する受信手段と、
前記発信手段及び前記受信手段を内包して、前記内視
鏡、前記光源装置、前記ケーブル部の外部に対して電磁
波的に遮蔽する電磁波シールド手段と、
を具備することを特徴とする内視鏡装置。
【請求項２】  内視鏡と、この内視鏡に照明光を供給す
る光源装置と、この光源装置と前記内視鏡とを連結して
前記光源装置からの照明光を導光する光伝送手段を内挿
したケーブル部とを備えた内視鏡装置において、
電気信号を電磁波信号に変換して発信する発信手段及び
この発信手段から発信された電磁波信号を受信して電気
信号に変換して出力する受信手段を、電磁波的に遮蔽す
る電磁波シールド手段に内包し、この電磁波シールド手
段を前記内視鏡本体内又は前記光源装置内又は前記ケー
ブル部内の少なくとも一箇所に配置したことを特徴とす
る内視鏡装置。
【請求項３】  前記電磁波シールド手段を分割して前記
内視鏡、前記内視鏡撮像装置、前記光源装置、前記ケー
ブル部に配置し、分割されたそれぞれの電磁波シールド
手段どうしを電気的に接続する電気的接続部を設けたこ
とを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の内視鏡装
置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、光学像を電気信号
に光電変換する撮像素子を備えた内視鏡装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来より、細長の挿入部を体腔内に挿入
することにより、体腔内臓器などを観察したり、必要に
応じて処置具チャンネル内に挿通した処置具を用いて各
種治療処置の行える医療用の内視鏡が広く利用されてい
る。また、工業分野においても、ボイラ，タービン，エ
ンジン，化学プラントなどの内部の傷や腐蝕などを観察
したり検査することのできる工業用内視鏡が広く利用さ
れている。
【０００３】この内視鏡は、照明光を供給する光源装置
と、前記内視鏡の挿入部先端部に内蔵された撮像素子、
あるいは前記内視鏡の接眼部に装着された内視鏡撮像装
置に設けられた撮像素子で得られた画像信号をビデオ信
号等に信号処理するビデオプロセッサと、このビデオプ
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ロセッサから出力されるビデオ信号を受けて観察画像を
表示するモニタと、観察画像の記録を行うＶＴＲデッキ
及びビデオディスクと、観察画像のプリントアウトを行
うビデオプリンタ等と組み合わせて内視鏡装置として構
成されていた。
【０００４】前記内視鏡装置では、前記撮像素子で得ら
れた電気信号を、挿入部内を挿通して延出する信号線を
介しビデオプロセッサまで伝送していた。この電気信号
を有線で伝送する方式においては、信号線の断線による
動作不良の問題をなくすため、信号線として、安全率を
見込んで、必要以上に太いものを使用していた。このた
め、配置スペースが大きくなるばかりでなく、重量が増
加する等、内視鏡の操作性が犠牲になるという不具合が
あった。
【０００５】そのため、例えば、特開平７－３２７９２
２号公報の電子内視鏡装置や特開平２－１３６１２３号
公報の内視鏡装置には、画像情報信号やその他の信号
を、電磁波を使用することによって、電気的に非接続な
状態で伝送する、即ち、無線を利用して伝送する方式が
提案されている。この無線で伝送する方式においては、
電気信号線が不要になるため、内視鏡の軽量化や操作性
の向上を図れる。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、前記特
開平７－３２７９２２号公報等の内視鏡装置では、信号
伝送に使用される電磁波信号に対する外乱ノイズの影響
及び、また信号伝送に使用する電磁波信号がノイズとな
って他の医療機器に与える影響が考慮されていなかっ
た。したがって、例えば外部機器である高周波機器から
漏洩した外乱ノイズが内視鏡装置へ妨害を与え、内視鏡
装置で得られる内視鏡画像に乱れが生じるといった問題
が発生したり、外乱ノイズによって動作不良などの影響
を被るおそれがあった。また、その一方で、内視鏡装置
から発信される電磁波信号が他の医療機器にとって外乱
ノイズになって不良動作の要因になるおそれもあった。
【０００７】そのため、特開２００１－４６３３４号公
報の内視鏡装置においては、周辺の高周波機器から発生
する電磁波外乱ノイズの影響を軽減する方法として、送
信手段の出力レベルを増加させる方法を示しているが、
この方法では当然、内視鏡装置から出力される電磁波信
号が他機器の動作に与える影響が保証されるものではな
かった。
【０００８】そして、他機器の動作に対する影響や、ひ
いては放送や通信等に対して電磁波信号が与える影響に
ついては、各国で多くの規制がなされており、日本にお
いては電波法及び、多くの自主規制や規格等を設けて、
制限するのが実状であった。
【０００９】本発明は上記事情に鑑みてなされたもの
で、無線信号伝送方式であるにも拘わらず、他機器から
の電磁波ノイズの影響を受け難く、かつ、他機器に対し
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て電磁波ノイズの影響を与え難い内視鏡装置を提供する
ことを目的にしている。
【００１０】
【課題を解決するための手段】本発明の内視鏡装置は、
挿入部先端部に撮像素子を内蔵した内視鏡と、この内視
鏡に照明光を供給する光源装置と、この光源装置と前記
内視鏡とを連結して前記光源装置からの照明光を導光す
る光伝送手段を内挿したケーブル部と、前記撮像素子で
光電変換された電気信号を電磁波信号に変換して発信す
る発信手段と、この発信手段から発信された電磁波信号
を受信して電気信号に変換して出力する受信手段と、前
記発信手段及び前記受信手段を内包して、前記内視鏡、
前記光源装置、前記ケーブル部の外部に対して電磁波的
に遮蔽する電磁波シールド手段とを具備している。
【００１１】また、内視鏡と、この内視鏡に照明光を供
給する光源装置と、この光源装置と前記内視鏡とを連結
して前記光源装置からの照明光を導光する光伝送手段を
内挿したケーブル部とを備えた内視鏡装置であって、電
気信号を電磁波信号に変換して発信する発信手段及びこ
の発信手段から発信された電磁波信号を受信して電気信
号に変換して出力する受信手段を、電磁波的に遮蔽する
電磁波シールド手段に内包し、この電磁波シールド手段
を前記内視鏡本体内又は前記光源装置内又は前記ケーブ
ル部内の少なくとも一箇所に配置している。
【００１２】そして、前記電磁波シールド手段を分割し
て前記内視鏡、前記内視鏡撮像装置、前記光源装置、前
記ケーブル部に配置し、分割されたそれぞれの電磁波シ
ールド手段どうしを電気的に接続する電気的接続部を設
けている。
【００１３】これらの構成によれば、内視鏡装置を構成
する内視鏡、内視鏡撮像装置、光源装置、ケーブル部の
それぞれに、電磁波シールド手段を設け、それぞれの電
磁波シールド手段を電気的に接続して構成した電磁波シ
ールド手段内部に発信手段と受信手段とが配置させてい
るので、電磁波信号の無線授受が電磁波シールド手段内
で行われる。
【００１４】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の実
施の形態を説明する。図１は本発明の第１実施形態に係
る内視鏡装置の構成を説明する図である。
【００１５】図に示すように本実施形態の内視鏡装置１
は、細長な挿入部２ａの先端部に撮像素子１１を内蔵し
た電子内視鏡（以下、内視鏡と略記する）２と、この内
視鏡２に照明光を供給する光源装置３と、この光源装置
３及び前記内視鏡２に着脱自在で、前記光源装置３から
の照明光を導光する光伝送手段であるケーブル用ライト
ガイド４１を内挿したケーブル部４と、前記撮像素子１
１でとらえた内視鏡像を表示する画面５ａを備えたモニ
タ５とで主に構成されている。なお、このモニタ５と前
記光源装置３とは映像ケーブル３ａを介して接続されて
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いる。
【００１６】前記内視鏡２は、前記挿入部２ａと、把持
部を兼ねた操作部２ｂとで構成されている。前記挿入部
２ａの先端部には前記撮像素子１１と、この撮像素子１
１の撮像面に光学像を結像させる対物光学系１２が設け
られている。
【００１７】前記撮像素子１１からは電気信号線である
素子側信号線１３が延出しており、この素子側信号線１
３の基端部は操作部２ｂ内に設けられている素子駆動回
路１４ａ及び信号処理回路１４ｂを備えた回路基板１４
に接続されている。この回路基板１４は、前記操作部２
ｂ内に設けられている発信手段である送信機１５及び電
源部１６に接続されている。
【００１８】したがって、前記撮像素子１１を駆動する
ための駆動信号は、前記回路基板１４の素子駆動回路１
４ａより出力されて、前記素子側信号線１３を介して撮
像素子１１へと入力される。そして、前記回路基板１４
及び送信機１５を動作させるための電力は前記電源部１
６から供給される。
【００１９】また、前記挿入部２ａ内には光伝送手段と
して光学繊維束で構成された内視鏡ライトガイド１７が
内蔵されている。この内視鏡ライトガイド１７の一端面
は、挿入部２ａの先端部に配置された照明光学系１８に
臨まれ、他端面は前記ケーブル部４が接続されるケーブ
ル接続部１９の所定位置に配置されている。
【００２０】前記内視鏡２の挿入部２ａ及び操作部２ｂ
の外装部には、電磁波シールド手段である導電性部材で
形成した内視鏡用シールド外装２０を設けている。この
ことによって、前記内視鏡２は大部分がシールド構造に
なるが、前記ケーブル接続部１９の内視鏡ライトガイド
１７が配置されている接続部開口端面１９ａだけが非シ
ールド構造部であるシールド開口として露出している。
【００２１】前記ケーブル部４の一端部には前記ケーブ
ル接続部１９に着脱自在に接続される内視鏡接続部４２
が設けられており、このケーブル部４の他端部に前記光
源装置３に着脱自在に接続される光源接続部４３が設け
られている。そして、この光源接続部４３と前記内視鏡
接続部４２とはケーブル本体４ａによって一体的に連結
されている。
【００２２】前記内視鏡接続部４２内には前記送信機１
５に対応する受信手段である受信機４４が内蔵されてい
る。一方、前記光源接続部４３の外周面所定位置にはケ
ーブル側電気接点４５が設けられている。
【００２３】前記ケーブル部４内には前記ケーブル用ラ
イトガイド４１及び前記受信機４４から延出する電気信
号線である受信機用信号線４６が挿通している。この受
信機用信号線４６の基端部は、前記ケーブル側電気接点
４５に電気的に接続されている。
【００２４】前記ケーブル用ライトガイド４１の一端面
は、前記ケーブル接続部１９に配置された内視鏡ライト
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5
ガイド１７の端面に光学的に接続されるように内視鏡接
続部４２の所定位置に配置されている。一方、このケー
ブル用ライトガイド４１の他端面は、光源接続部４３の
所定位置に配置されている。
【００２５】前記内視鏡接続部４２及び前記光源接続部
４３の外装部には、電磁波シールド手段である導電性部
材で形成した接続部用シールド外装４７を設けている。
また、前記ケーブル本体４ａの内部にはには金属線編
組、或いは、螺旋状に巻回した金属ブレード、導電性材
料で形成したチューブなどによる遮蔽部４８が設けられ
ている。この遮蔽部４８の両端部と、前記内視鏡接続部
４２及び前記光源接続部４３の接続部用シールド外装４
７とはそれぞれ電気的に接続されている。このことによ
って、前記ケーブル部４は大部分がシールド構造になる
が、前記内視鏡接続部４２及び光源接続部４３のケーブ
ル用ライトガイド４１が配置されている接続部開口端面
４２ａ及び接続部端部４３ａが非シールド構造部として
露出している。
【００２６】前記光源装置３の外装は、導電性部材で形
成した装置本体３１によって構成されている。この装置
本体３１には前記光源接続部４３が着脱自在に配置され
るケーブルソケット部３２が形成されている。したがっ
て、前記光源装置３の大部分がシールド構造になるが前
記ケーブルソケット部３２が非シールド構造部として露
出している。
【００２７】前記ケーブルソケット部３２の所定位置に
は前記光源接続部４３に設けられているケーブル側電気
接点４５に対応する光源側電気接点３３が設けられてい
る。この光源側電気接点３３には信号線３４が接続され
ており、この接点信号線３４は前記映像ケーブル３ａ内
を挿通して前記モニタ５に接続されている。
【００２８】また、前記光源装置３内には照明光を発す
るランプ３５及びこのランプ３５から出射された照明光
を所定位置に集光させる集光光学系３６が設けられてい
る。したがって、前記ケーブルソケット部３２に前記ケ
ーブル部４の光源接続部４３を接続配置させることによ
って、このケーブル用ライトガイド４１の端面が前記集
光光学系３６の集光位置に配置されるとともに、ケーブ
ル側電気接点４５と光源側電気接点３３とが電気的な接
続状態になる。
【００２９】前記電子内視鏡２のケーブル接続部１９及
び前記ケーブル部４の内視鏡接続部４２には、ケーブル
接続部１９と内視鏡接続部４２とを接続状態にしたとき
電気的な接続状態になる電気的接続部１９ｂ、４２ｂが
それぞれ設けてある。また、前記ケーブル部４の光源接
続部４３と前記光源装置３のケーブルソケット部３２に
は、光源接続部４３とケーブルソケット部３２とを接続
状態にしたとき電気的な接続状態になる電気的接続部４
３ｂ、３２ａがそれぞれ設けられている。
【００３０】したがって、前記電子内視鏡２と前記光源
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装置３とを前記ケーブル部４を介して接続して内視鏡装
置１を構成したとき、前記ケーブル接続部１９と内視鏡
接続部４２とが電気的に接続された状態になるととも
に、前記光源接続部４３とケーブルソケット部３２とが
電気的に接続された状態になって、前記電子内視鏡２、
前記ケーブル部４及び前記光源装置３の全体がシールド
構造部になる。
【００３１】そして、このシールド構造の電子内視鏡
２、前記ケーブル部４及び前記光源装置３内に、前記撮
像素子１１、素子側信号線１３、回路基板１４、送信機
１５、受信機４４、受信機用信号線４６、ケーブル側電
気接点４５、光源側電気接点３３、接点信号線３４が配
置される。
【００３２】上述のように構成した内視鏡装置１の作用
を説明する。内視鏡装置１を構成するため、内視鏡接続
部４２とケーブル接続部１９とを接続するとともに、光
源接続部４３とケーブルソケット部３２とを接続する。
このことにより、内視鏡２、ケーブル部４及び光源装置
３の全体がシールド構造になるとともに、ケーブル部４
のケーブル用ライトガイド４１が光源装置３及び内視鏡
２と光学的に接続される。
【００３３】したがって、前記ランプ３５より出射され
た観察用の照明光は、集光光学系３６を通過してケーブ
ル用ライトガイド４１へ入射され、このケーブル用ライ
トガイド４１から内視鏡ライトガイド１７に伝送されて
照明光学系１８から被写体に向けて出射される。
【００３４】一方、照明光によって照らされた被写体の
映像は、対物光学系１２を介して撮像素子１１の撮像面
に結像して電気信号である撮像信号に変換される。撮像
信号は、素子側信号線１３を通って回路基板１４の信号
処理回路１４ｂで映像信号に処理され、送信機１５内で
ＦＭ等に変調されて、電磁波による信号として受信機４
４に向けて出力される。
【００３５】前記送信機１５から出力された信号を受け
た受信機４４では、変調された信号を映像信号に復調し
て出力する。この受信機４４から出力された映像信号
は、受信機用信号線４６、ケーブル側電気接点４５、光
源電極接点３３、信号線３４、映像ケーブル３ａを伝送
されてモニタ５に入力され、画面５ａ上に内視鏡画像と
して表示される。
【００３６】このように、電子内視鏡にシールド外装を
設け、ケーブル部に接続部用シールド外装及び遮蔽部を
設け、光源装置の装置本体を導電性部材で形成し、これ
らシールド外装、接続部用シールド外装、光源本体を電
気的接続部を介して電気的に接続して、電子内視鏡、ケ
ーブル部及び光源装置の全体をシールド構造体として内
視鏡装置を構成し、そのシールド構造体内に映像信号を
電磁波に変調して送信する送信機及びその変調された信
号を受信して電磁波に復調して出力する受信機を配置さ
せたことによって、電磁波が電子内視鏡、ケーブル部、
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7
光源装置の外部に漏出することがなくるとともに、内視
鏡装置の外部に存在する不要な電磁波が受信機に入力さ
れることを防止することができる。
【００３７】したがって内視鏡装置から不要輻射ノイズ
として出力されて他の医療機器に悪影響を及ぼすこと及
び、不要な電磁波を受信して映像に不具合が生じること
等がなくなる。
【００３８】なお、図２の内視鏡装置の他の構成を説明
する図に示すように、受信機４４を光源装置３内の例え
ばケーブルソケット部３２近傍に設け、この受信機４４
から延出する受信機用信号線４６ａを前記映像ケーブル
３ａ内を挿通させて前記モニタ５に接続する構成にして
もよい。その他の構成は上述した実施形態と同様であ
り、同部材には同符合を付して説明を省略する。
【００３９】このことによって、ケーブル部４Ａから受
信機４４、受信機用信号線４６、ケーブル側電気接点４
５を不要にして、上述した実施形態よりも安価にケーブ
ル部４Ａを構成することができる。また、ケーブル部４
Ａから受信機４４や受信機用信号線４６のような電気的
構成要素を排して、ケーブル部４Ａに対して高圧蒸気滅
菌などの高温高湿環境下における滅菌法を適用すること
ができる。その他の作用及び効果は上述した実施形態と
同様である。
【００４０】また、図３の内視鏡装置の別の構成を説明
する図に示すように送信機１５をケーブル部４Ｂ内に設
け、受信機４４を光源装置３内の例えばケーブルソケッ
ト部３２近傍に設け、この受信機４４から延出する受信
機用信号線４６ａを前記映像ケーブル３ａ内を挿通させ
て前記モニタ５に接続する構成にしてもよい。
【００４１】このとき、前記ケーブル接続部１９に内視
鏡電極接点１９ｃを設け、内視鏡接続部４２にケーブル
側電気接点４２ｃを設け、このケーブル側電気接点４２
ｃと前記送信機１５とを送信機用信号線１５ａによって
電気的に接続する。その他の構成は上述した実施形態と
同様であり、同部材には同符合を付して説明を省略す
る。このことによって、上述した第１実施形態と同様の
作用及び効果を得ることができる。
【００４２】なお、前記内視鏡２とケーブル部４Ｂとを
一体にした構成であってもよい。また、上述した実施形
態において、内視鏡用シールド外装２０、接続部用シー
ルド外装４７、遮蔽部４８を、絶縁材料によって形成し
た図示しないカバー部材によって覆ってしまう構成にし
てもよい。
【００４３】このことによって、導電性部材で形成され
た内視鏡用シールド外装２０、接続部用シールド外装４
７、遮蔽部４８に使用者が触れることがなくなるため、
これら内視鏡用シールド外装２０、接続部用シールド外
装４７、遮蔽部４８を介する漏れ電流がたとえ大きな場
合であっても、医療用機器として本発明による内視鏡装
置を供することができる。
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【００４４】加えて、前記内視鏡用シールド外装２０、
接続部用シールド外装４７、遮蔽部４８は電磁波シール
ド機能を有するため、通常、例えばコンデンサ等の静電
容量を介して高周波的に接地されているものであるが、
この構成によればこの接地をより強固な接地とすること
も可能である。
【００４５】上述した実施形態においては映像信号を電
磁波信号として送受信する場合を示したが、送受信され
る信号は映像信号に限定されるものではなく、例えば撮
像信号、あるいは内視鏡２に備えられたリモートスイッ
チなどによる操作用コントロール信号としてもよい。
【００４６】また、上述した実施形態において、内視鏡
接続部４２に送信機１５を設け、内視鏡２に受信機４４
を設ける構成にすることにより、使用者による光源装置
３の操作信号を内視鏡に伝達することもできる。
【００４７】ここで、図４を参照して電源部１６につい
て説明する。バッテリユニットの構成を説明する図に示
すように前記電源部１６を、例えば操作部２ｂに着脱自
在なバッテリーユニット６０として構成する。このバッ
テリユニット６０は、内視鏡２の使用時に術者の手によ
って把持し易い形状に形成されており、バッテリーであ
る例えば乾電池６１が配置される内部が外部に対して水
密に構成されている。
【００４８】前記バッテリユニット６０の前記操作部２
ｂとの接続部分には、乾電池６１からの電力が出力され
る電池接点６２と、前記操作部２ｂに挿入配置される凸
部６３とが設けられている。
【００４９】一方、前記操作部２ｂの前記バッテリユニ
ット６０との接続部分には、前記凸部６３が挿入される
凹部６４と、前記電池接点６２と電気的に接続される操
作部電気接点６５とが設けられている。前記操作部電気
接点６５は、前記操作部２ｂ内に設けられた送信機１５
や回路基板１４、撮像素子１１へ接続されている。
【００５０】なお、前記凹部６４の内周にはＯリング６
６と、付勢部材６７により付勢された係止爪６８が設け
られ、バッテリユニット６０側には前記係止爪６８が配
置される係止溝６９が設けられている。
【００５１】以上の構成により、前記バッテリユニット
６０を操作部２ｂに接続すると、凸部６３が凹部６４に
挿入配置されて、電池接点６２と操作部電気接点６５と
が接触して電気的な接続状態になる。この状態のとき、
前記Ｏリング６６は、凸部６３の外周面によって押しつ
ぶされる。
【００５２】このため、外部から電池接点６２及び操作
部電気接点６５が水密に保持される。また、前記付勢部
材６７によって付勢されている係止爪６８が係止溝６９
に係止されてバッテリユニット６０が操作部２ｂに一体
的に固定される。
【００５３】なお、前記係止爪６８を矢印Ａ方向に押圧
操作すると、係止溝６９から係止爪６８が外れる。この



(6) 特開２００３－１９００８１

10

20

30

40

50

9
状態のとき、前記凸部６３を凹部６４から引き抜くこと
によって、前記バッテリユニット６０を操作部２ｂから
取り外すことが可能になる。
【００５４】なお、本発明における内視鏡２の電力供給
手段はバッテリー電源に限定されるものではなく、例え
ば、光源装置３に設けられた電源回路から、電気信号線
及び電気的コネクタを介して供給するようにしてもよ
い。また、前記電気的コネクタの代わりに、電磁気連結
手段を用いたり、太陽電池による電力供給を採用するよ
うにしてもよい。さらに、バッテリユニット６０内に送
信機を内蔵させる構成をとるようにしてもよい。
【００５５】図５は本発明の第２の実施形態にかかる内
視鏡装置の構成を説明する図である。
【００５６】図に示すように本実施形態の内視鏡装置１
Ａでは、第１実施形態の内視鏡装置１の内視鏡２が撮像
素子１１を内蔵したものであったのに対し、内視鏡２Ａ
に光伝送手段として例えばリレーレンズ７１を配置した
光学式のものを使用し、この内視鏡２Ａに撮像素子８ａ
を内蔵した内視鏡撮像装置８を着脱自在な構成にしてい
る。
【００５７】前記内視鏡２Ａは、挿入部２ａと操作部２
ｂとで構成され、前記挿入部２ａの先端部に前記リレー
レンズ７１の先端面に光学像を結像させる対物光学系７
２が配置されている。そして、この挿入部２ａの全長に
わたって伝送光学系である対物光学系７２及びリレーレ
ンズ７１と、内視鏡ライトガイド１７とが配置されてい
る。
【００５８】また、前記操作部２ｂには前記ケーブル接
続部１９と、前記内視鏡撮像装置８が接続される接眼光
学系７３を配置した撮像装置接続部７４とが設けられて
いる。この撮像装置接続部７４には前記内視鏡用撮像装
置８の内視鏡接続部８１が着脱自在に取り付けられるよ
うに構成されている。
【００５９】そして、この内視鏡２Ａにも、前記第１実
施形態と同様、シールド外装２０が設けてある。このこ
とによって、本実施形態の内視鏡２Ａにおいては前記接
続部開口端面１９ａ及び前記撮像装置接続部７４の接眼
光学系７３の配置されている光学系配置端面７４ａが非
シールド構造部として露出している。
【００６０】一方、前記内視鏡用撮像装置８には前記内
視鏡２Ａ内を伝送された光学像を前記撮像素子８ａの撮
像面に結像させる対物光学系８２が配置されている。こ
の対物光学系８２は、前記撮像装置接続部７４に前記内
視鏡接続部８１を接続して内視鏡用撮像装置８を内視鏡
２Ａに一体的に配置したとき、前記接眼光学系７３に対
向する位置に配置されている。
【００６１】前記撮像素子８ａは、前記第１実施形態と
同様、回路基板１４を介して送信機１５に接続されてい
る。そして、撮像素子８ａ、回路基板１４、送信機１５
は直接的又は間接的に電源部１６に接続されている。つ
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まり、前記撮像素子８ａ、回路基板１４、送信機１５及
び電源部１６がすべて内視鏡用撮像装置８内に配置され
ている。
【００６２】そして、この内視鏡用撮像装置８にも、前
記内視鏡２Ａと同様、導電性部材で構成した撮像装置シ
ールド外装８３が設けてある。このことによって、本実
施形態の内視鏡用撮像装置８においては前記対物光学系
８２の配置されている対物系配置端面８１ａが非シール
ド構造部として露出している。
【００６３】前記内視鏡２Ａの撮像装置接続部７４及び
前記内視鏡用撮像装置８の内視鏡接続部８１には、この
内視鏡接続部８１と撮像装置接続部７４とを接続状態に
したとき電気的な接続状態にする電気的接続部７４ｂ、
８１ｂがそれぞれ設けてある。したがって、前記内視鏡
２Ａに前記内視鏡用撮像装置８を接続することによっ
て、前記内視鏡２Ａと内視鏡用撮像装置８とが電気的に
接続された状態になって内視鏡２Ａと内視鏡用撮像装置
８とがシールド構造部になる。その他の構成は第１実施
形態と同様であり、同部材には同符合を付して説明を省
略する。
【００６４】上述のように構成した内視鏡装置１Ａの作
用を説明する。内視鏡装置１Ａを構成するため、内視鏡
接続部８１と撮像装置接続部７４とを接続するとともに
内視鏡接続部４２とケーブル接続部１９とを接続し、さ
らに、光源接続部４３とケーブルソケット部３２とを接
続する。このことにより、内視鏡２、内視鏡用撮像装置
８、ケーブル部４及び光源装置３の全体がシールド構造
部になるとともに、ケーブル部４のケーブル用ライトガ
イド４１が光源装置３及び内視鏡２と光学的に接続され
る。したがって、前記ランプ３５より出射された観察用
の照明光は、ケーブル用ライトガイド４１から内視鏡ラ
イトガイド１７に伝送されて照明光学系１８から被写体
に向けて出射される。
【００６５】一方、照明光によって照らされた被写体の
映像は、対物光学系７２、リレーレンズ７１、接眼光学
系７３を介して撮像装置接続部７４から光学的に出射さ
れる。そして、この撮像装置接続部７４から出射された
光学像は、内視鏡用撮像装置８内へ入射されて、前記対
物光学系８２を介して撮像素子８ａの撮像面に結像す
る。この後、送信機１５から電磁波による映像信号とし
て出力される。出力された電磁波は、シールド構造の内
視鏡用撮像装置８、内視鏡２Ａから外部に向けて不要輻
射ノイズとして漏出することなく受信機４４に受信され
る。その後の作用は前記第１実施形態と同様である。
【００６６】このように、撮像素子を内蔵した内視鏡用
撮像装置を内視鏡に組み合わせて構成した内視鏡装置に
おいても第１実施形態と同様の作用及び効果を得ること
ができる。
【００６７】なお、本実施形態においては撮像装置接続
部７４と内視鏡接続部８１との間で映像信号の授受を行
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っているにも拘わらず電極接点などを持たない構造であ
るため、例えば、接続面部に生理食塩水や体液などの電
解質が付着残留した場合でも信号短絡や接点腐食などの
不具合を発生することを確実に防止される。
【００６８】また、当然ながら、内視鏡２Ａに信号伝送
用の電気信号線を設ける必要がないので、従来の光学視
管と略同等の価格によって内視鏡２Ａを製造することが
できるので、安価に本発明を実現することが可能にな
る。
【００６９】さらに、本実施形態では、光源装置３側で
内視鏡２Ａへの内視鏡用撮像装置８の着脱状態を検知す
ることが可能であるので、この検知結果に基づいた動作
を光源装置３側で行わせることが可能になる。つまり、
例えば、特公平７－８９１７８号公報に開示されたよう
な内視鏡用自動調光装置を搭載した内視鏡装置におい
て、内視鏡２Ａから内視鏡用撮像装置８を取り外して、
内視鏡２Ａの接眼光学系７３を肉眼で覗き込んで目視観
察を行う場合に、光源装置３の光量調整機能を自動的に
「自動調光→手動調光」へと切り替える構成にすること
により、操作者が切替え操作することなく、手動調光に
よる観察が可能な状態にできる。
【００７０】したがって、一般的な内視鏡用撮像装置と
自動調光装置との組合せにおいては、内視鏡用撮像装置
８が内視鏡２Ａから取り外された場合、すなわち、光源
装置３内に撮像信号が入力しなくなったとき、自動調光
装置は内視鏡像が「暗い」と認識して、照明光量が最大
となるような自動調光を行う。この状態で、接眼光学系
７３を覗いて肉眼による目視観察を行おうとすると、光
量が多すぎるため、眩しく、観察に支障を来す。つま
り、このような場合、操作者自ら「自動調光→手動調
光」の切替えを行うという煩雑な作業を要する訳だが、
上述した構成であれば、このような作業が自動的に回避
されて、操作性が向上する。
【００７１】なお、前記内視鏡用撮像装置８の代わりに
図６に示すように対物光学系８２を設けた光学アダプタ
部９１と、撮像素子８ａ及び回路基板１４、送信機１５
及び電源部１６を設けたＴＶカメラ部９２とで内視鏡用
撮像装置８Ａを構成するようにしてもよい。このとき、
光学アダプタ９１とＴＶカメラ部９２とは着脱自在な別
体構造にしてもよい。
【００７２】この構造のとき、前記ＴＶカメラ部９２に
前記光学アダプタ９１に着脱自在に接続するためのアダ
プタ接続部９３を設ける一方、前記光学アダプタ部９１
には前記内視鏡２Ａに着脱自在に接続するための内視鏡
接続部８１及び前記ＴＶカメラ接続部９３との接続部と
なるＴＶカメラ接続部９４とを設けている。そして、前
記光学アダプタ部９１及びＴＶカメラ部９２に導電性部
材で構成したシールド外装９５、９６をそれぞれ設けて
いる。
【００７３】このことによって、前記光学アダプタ９１
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では対物光学系８２が配置された対物系配置前面８１ｆ
及び対物系配置後面８１ｒが非シールド構造部として露
出し、前記ＴＶカメラ部９２では素子前面９２ａが非シ
ールド構造部として露出する。
【００７４】前記光学アダプタ９１及び前記ＴＶカメラ
部９２には、この光学アダプタ９１とＴＶカメラ部９２
とを接続状態にしたとき電気的な接続状態になる電気的
接続部８１ｂ、８１ｃ、９２ｂがそれぞれ設けてある。
【００７５】したがって、前記光学アダプタ９１と前記
ＴＶカメラ部９２とを接続して内視鏡用撮像装置８Ａを
構成したとき、前記光学アダプタ９１と前記ＴＶカメラ
部９２とが電気的に接続された状態になって、この内視
鏡用撮像装置８Ａが前記内視鏡用撮像装置８と同様に対
物系配置端面８１ａに対応する対物系配置前面８１ｆを
除いてシールド構造部になる。
【００７６】なお、本発明は、以上述べた実施形態のみ
に限定されるものではなく、発明の要旨を逸脱しない範
囲で種々変形実施可能である。
【００７７】［付記］以上詳述したような本発明の上記
実施形態によれば、以下の如き構成を得ることができ
る。
【００７８】（１）挿入部先端部に撮像素子を内蔵した
内視鏡と、この内視鏡に照明光を供給する光源装置と、
この光源装置と前記内視鏡とを連結して前記光源装置か
らの照明光を導光する光伝送手段を内挿したケーブル部
と、前記撮像素子で光電変換された電気信号を電磁波信
号に変換して発信する発信手段と、この発信手段から発
信された電磁波信号を受信して電気信号に変換して出力
する受信手段と、前記発信手段及び前記受信手段を内包
して、前記内視鏡、前記光源装置、前記ケーブル部の外
部に対して電磁波的に遮蔽する電磁波シールド手段と、
を具備する内視鏡装置。
【００７９】（２）光伝送手段を内蔵した内視鏡と、こ
の内視鏡の光伝送手段が伝送する光学像を撮像する撮像
素子を内蔵した内視鏡撮像装置と、前記内視鏡に照明光
を供給する光源装置と、この光源装置と前記内視鏡とを
連結して前記光源装置からの照明光を導光する光伝送手
段を内挿したケーブル部と、前記撮像素子で光電変換さ
れた電気信号を電磁波信号に変換して発信する発信手段
と、この発信手段から発信された電磁波信号を受信して
電気信号に変換して出力する受信手段と、前記発信手段
及び前記受信手段を内包して、前記内視鏡、前記内視鏡
撮像装置、前記光源装置、前記ケーブル部の外部に対し
て電磁波的に遮蔽する電磁波シールド手段と、を具備す
る内視鏡装置。
【００８０】（３）内視鏡と、この内視鏡に照明光を供
給する光源装置と、この光源装置と前記内視鏡とを連結
して前記光源装置からの照明光を導光する光伝送手段を
内挿したケーブル部とを備えた内視鏡装置において、電
気信号を電磁波信号に変換して発信する発信手段及びこ
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の発信手段から発信された電磁波信号を受信して電気信
号に変換して出力する受信手段を、電磁波的に遮蔽する
電磁波シールド手段に内包し、この電磁波シールド手段
を前記内視鏡本体内又は前記光源装置内又は前記ケーブ
ル部内の少なくとも一箇所に配置した内視鏡装置。
【００８１】（４）前記電磁波シールド手段を分割して
前記内視鏡、前記内視鏡撮像装置、前記光源装置、前記
ケーブル部に配置し、分割されたそれぞれの電磁波シー
ルド手段どうしを電気的に接続する電気的接続部を設け
た付記１ないし付記３の１つに記載の内視鏡装置。
【００８２】（５）前記発信手段を前記内視鏡内に設
け、前記受信手段を前記ケーブル部内に設けた付記１な
いし付記４のいずれか１つに記載の内視鏡装置。
【００８３】（６）前記発信手段を前記内視鏡内に設
け、前記受信手段を前記光源装置内に設けた付記１ない
し付記４のいずれか１つに記載の内視鏡装置。
【００８４】（７）前記発信手段を前記ケーブル部内に
設け、前記受信手段を前記光源装置内に設けた付記１な
いし付記４のいずれか１つに記載の内視鏡装置。
【００８５】（８）前記受信手段を前記内視鏡内に設
け、前記発信手段を前記ケーブル部内に設けた付記１な
いし付記４のいずれか１つに記載の内視鏡装置。
【００８６】（９）前記受信手段を前記内視鏡内に設
け、前記発信手段を前記光源装置内に設けた付記１ない
し付記４のいずれか１つに記載の内視鏡装置。
【００８７】（１０）前記受信手段を前記ケーブル部内
に設け、前記発信手段を前記光源装置内に設けた付記１
ないし付記４のいずれか１つに記載の内視鏡装置。
【００８８】（１１）前記発信手段により電磁波信号に
変換される電気信号は、前記撮像素子の撮像面に結像し
た光学像の光電変換されて出力した撮像信号である付記
１ないし付記３のいずれか１つに記載の内視鏡装置。
【００８９】（１２）前記発信手段により電磁波信号に
変換される電気信号は、使用者が前記内視鏡あるいは前
記光源装置を操作した際に生成される操作用コントロー
ル信号である付記１又は付記３のいずれか１つに記載の*
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*内視鏡装置。
【００９０】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、無
線信号伝送方式であるにも拘わらず、他機器からの電磁
波ノイズの影響を受け難く、かつ、他機器に対して電磁
波ノイズの影響を与え難い内視鏡装置を提供することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１実施形態に係る内視鏡装置の構成
を説明する図
【図２】内視鏡装置の他の構成を説明する図
【図３】内視鏡装置の別の構成を説明する図
【図４】バッテリユニットの構成を説明する図
【図５】本発明の第２の実施形態にかかる内視鏡装置の
構成を説明する図
【図６】内視鏡用撮像装置の他の構成を説明する図
【符号の説明】
１…内視鏡装置
２…電子内視鏡（内視鏡）
３…光源装置
４…ケーブル部
１１…撮像素子
１４…回路基板
１４ａ…素子駆動回路
１４ｂ…信号処理回路
１５…送信機
１９ｂ…電気的接続部
２０…シールド外装
３１…装置本体
３２ａ…電気的接続部
４２ｂ…電気的接続部
４３ｂ…電気的接続部
４４…受信機
４７…接続部用シールド外装
４８…遮蔽部

【図６】



(9) 特開２００３－１９００８１

【図１】

【図２】



(10) 特開２００３－１９００８１

【図３】

【図４】



(11) 特開２００３－１９００８１

【図５】

  
─────────────────────────────────────────────────────
フロントページの続き
  
(51)Int.Cl.7              識別記号                        ＦＩ                              テーマコート゛(参考）
   Ｈ０４Ｎ   7/18                                       Ｈ０４Ｎ   7/18                 Ｍ    
  
Ｆターム(参考） 2H040 BA00 CA04 DA11 DA51 GA02
                4C061 CC06 JJ06 JJ15 NN03 UU06
                      UU09 
                5C022 AB15 AB37 AC42 AC51 AC61
                      AC73 AC75 AC77 AC78 
                5C054 AA01 CA04 CC07 CE04 DA07
                      DA08 EA01 HA12 



专利名称(译) 内视镜装置

公开(公告)号 JP2003190081A 公开(公告)日 2003-07-08

申请号 JP2001392369 申请日 2001-12-25

[标]申请(专利权)人(译) 奥林巴斯株式会社

申请(专利权)人(译) オリンパス光学工业株式会社

[标]发明人 萩原雅博
谷沢信吉

发明人 萩原 雅博
谷沢 信吉

IPC分类号 G02B23/24 A61B1/04 A61B1/06 H04N5/225 H04N7/18

FI分类号 A61B1/04.362.J A61B1/06.B G02B23/24.A G02B23/24.B H04N5/225.C H04N7/18.M A61B1/00.680 
A61B1/00.682 A61B1/00.710 A61B1/04.530 A61B1/06.510 H04N5/225

F-TERM分类号 2H040/BA00 2H040/CA04 2H040/DA11 2H040/DA51 2H040/GA02 4C061/CC06 4C061/JJ06 4C061
/JJ15 4C061/NN03 4C061/UU06 4C061/UU09 5C022/AB15 5C022/AB37 5C022/AC42 5C022/AC51 
5C022/AC61 5C022/AC73 5C022/AC75 5C022/AC77 5C022/AC78 5C054/AA01 5C054/CA04 5C054
/CC07 5C054/CE04 5C054/DA07 5C054/DA08 5C054/EA01 5C054/HA12 4C161/CC06 4C161/JJ06 
4C161/JJ15 4C161/NN03 4C161/UU06 4C161/UU09 5C122/DA26 5C122/EA22 5C122/FK23 5C122
/GC01 5C122/GC13 5C122/GC53 5C122/GE00 5C122/GE03 5C122/GE11 5C122/GE18 5C122/GE21 
5C122/GG14 5C122/HA34 5C122/HA37

代理人(译) 伊藤 进

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供一种内窥镜设备，其尽管有无线电信号传输类型，
但几乎不受来自其他设备的电磁噪声的影响，并且几乎不会将电磁噪声
的影响传递给其他设备。解决方案：内窥镜装置1包括内窥镜2，其包括
位于插入部分2a的远端的成像元件11，用于提供照明光的光源3，连接到
内窥镜2以插入光导41的光缆4。用于引导来自光源3的照明光的电缆，用
于将由元件11光电转换的电信号转换成电磁信号以发送信号的发送器
15，接收电磁信号以将信号转换成电信号的接收器44并且输出信号，并
且包括发射器15，接收器44并且电连接到用于电磁屏蔽的屏蔽护套20,47
和屏蔽单元41的设备主体31通过电连接器19b，42b，43b，32a到外部
的屏蔽结构。内窥镜2，光源3和电缆4

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/d362b79a-0c77-48e9-b5a7-5a2d21c97ec5
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/027599709/publication/JP2003190081A?q=JP2003190081A

